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慎吾, 佐古智子, 和田耕一郎, 枝村康平, 小林泰之, 竹内英実, 田邊克幸, 森永裕士, 
杉山斉, 和田淳, 渡部昌実, 渡邉豊彦, 那須保友. 高血圧・糖尿病に焦点を当てた
マージナルドナーからの生体腎移植.  第54回日本臨床腎移植学会; 2021年2月18
日; Web開催. 

4. 田邊克幸. Vasohibin-1及び2を標的とした糖尿病性腎症の治療戦略.  第15回
Vasohibin研究会; 2021年2月27日; Web開催. 

5. 辻憲二, 喜多村真治, LuHA, 和田淳. ヘリウムイオン走査顕微鏡を用いたポドサイ
ト及び糸球体の微細構造解析.  第5回ポドサイト研究会; 2021年3月6日; Web開催. 

6. 片山祐, 宮脇義亜, 浅野洋介, 林啓悟, 大橋敬司, 勝山隆行, 楢﨑真理子, 松本佳則, 
佐田憲映, 矢嶋宣幸, 吉見竜介, 下島恭弘, 大野滋, 梶山浩, 一瀬邦弘, 佐藤秀三, 
藤原道雄, 和田淳. 全身性エリテマトーデス(SLE)患者における飲酒習慣と倦怠感と
の関連:LUNAレジストリを用いた横断研究.  第65回 日本リウマチ学会総会・学術
集会; 2021年4月; Web開催. 

7. 寺坂友博, 藤澤諭, 西山悠紀, 森本栄作, 小松原基志, 原孝行, 越智可奈子, Lawson 
MA, 稲垣兼一, 和田淳. 下垂体ゴナドトロープLβT2細胞においてRNA結合タンパ
クZFP36の発現がERKのリン酸化を制御する.  第94回日本内分泌学会学術総会; 
2021年4月22日; 群馬・Web開催. 

8. 奥山由加, 内田治仁, 高橋謙作, 藤原千尋, 竹内英実, 田邊克幸, 木野村賢, 和田淳. 
妊娠中に加温式リサキュレーション法を施行した家族性高コレステロール血症(ホ
モ接合体)の1例.  第66回日本透析医学会学術集会・総会; 2021年6月4日; 横浜. 

9. 喜多村真治, 辻憲二, 福島和彦, 高橋謙作, 桑藝禎, 和田淳. 人工知能による腎臓研
究論文のテキストマイニングの検討.  第64回日本腎臓学会学術総会; 2021年6月
18-20日; 横浜・Web開催. 

10. 辻憲二, 喜多村真治, 和田淳. 成体腎臓幹細胞由来のエクソソームによる腎臓再生
機序の解明と制御.  第64回日本腎臓学会学術総会; 2021年6月18-20日; 横浜・



Web開催. 
11. 大髙望, 内田治仁, 竹内英実, 辻憲二, 田邊克幸, 木野村賢, 吉田賢司, 前島洋平, 

杉山斉, 伊藤浩, 和田淳. 中四国地域におけるCKDおよびCVDの関連に関するコホ
ート研究；Kakusyo 3C Studyのイベント解析.  第64回日本腎臓学会学術総会; 
2021年6月18-20日; 横浜・Web開催. 

12. 小松弘幸, 藤元昭一, 杉山斉, 横山仁. 成人紫斑病性腎炎に対する扁桃摘出術＋ス
テロイドパルス療法の効果 ～J-RBR二次コホート研究のPost-hoc解析.  第64回
日本腎臓学会学術総会; 2021年6月18日; 横浜・Web開催. 

13. 髙橋真由美, 臼井丈一, 金子修三, 杉山斉, 新田孝作, 和田隆志, 武曾惠理, 有村義
宏, 槇野博史, 松尾清一, 山縣邦弘. RPGN全国アンケート調査二次研究：IgA腎症
及びIgA血管炎の生命・腎予後の検討.  第64回日本腎臓学会学術総会; 2021年6月
18日; 横浜・Web開催. 

14. 竹内英実, 内田治仁, 大高望, 奥山由加, 梅林亮子, 杉山斉, 和田淳. 透析患者にお
けるCVDとフレイルの関係.  第64回日本腎臓学会学術総会; 2021年6月18日; 横
浜・Web開催. 

15. 奥山由加, 内田治仁, 大高望, 竹内英実, 辻憲二, 田邊克幸, 木野村賢, 吉田賢司, 
前島洋平, 杉山斉, 伊藤浩, 和田淳. 慢性腎臓病における貧血管理 Kakusyo 3C 
Studyからの検討.  第64回日本腎臓学会学術総会; 2021年6月18日; 横浜・Web開
催. 

16. 中西智美, 開原裕子, 長谷川祐子, 江口潤, 四方賢一, 和田淳. 2型糖尿病を合併し
た肥満患者に対して栄養指導介入した1症例.  第28回西日本肥満研究会; 2021年7
月17日; 岡山・Web開催. 

17. 増田翔太, 池田朋大, 廣瀬晃平, 岩井賢司, 堅山佳美, 千田益生, 和田淳. スリーブ
状胃切除術前後の身体機能の変化.  第29回西日本肥満研究会; 2021年7月17日; 岡
山・Web開催 

18. 神野文香, 渡邉真由, 中島弘文, 江口潤, 和田淳. 高齢2型糖尿病罹患女性における
長期的SGLT2阻害薬投与が骨格筋量および筋力に及ぼす変化の検討.  第30回西日
本肥満研究会; 2021年7月17日; 岡山・Web開催. 

19. 黒岡直子, 江口潤, 村上和敏, 亀井信二, 菊辻徹, 佐々木佐紀子, 関明穂, 和田淳. 2
型糖尿病における肥満度と高トリグリセリド血症の関連.  第30回西日本肥満研究
会; 2021年7月18日; 岡山・Web開催. 

20. 高橋寛子, 江口潤, 森田英利, 和田淳. スリーブ状胃切除術による肥満症患者の口
腔内及び腸内細菌叢への影響.  第30回西日本肥満研究会; 2021年7月18日; 岡山・
Web開催. 

21. 大西康博, 内田治仁, 木野村賢, 山口哲志, 中司敦子, 江口潤, 杉山斉, 和田淳. 当
院で腎生検により診断した肥満関連腎症に関する検討.  第28回西日本肥満研究会; 



2021年7月18日; 岡山・Web開催. 
22. 大井祐貴子, 渡邉真由, 江口潤, 和田淳. 糖尿病発症までの経時的耐糖能変化を観

察しえた免疫チェックポイント阻害薬(immune checkpoint inhibitors:ICI)関連1型
糖尿病の2症例.  第22回日本内分泌学会中国支部学術集会; 2021年9月4日; Web開
催. 

23. 伊藤慶彦, 稲垣兼一, 藤澤諭, 佐々木恵里佳, 西山悠紀, 森本栄作, 寺坂友博, 原孝
行, 越智可奈子, 和田淳. 反応性低血糖を呈しグルカゴン負荷試験が診断に有用だ
ったインスリノーマの1例.  第22回日本内分泌学会中国支部学術集会; 2021年9月4
日; 広島・Web開催. 

24. 和田里章悟, 荒木元朗, 松本准, 関戸崇了, 吉永香澄, 丸山雄樹, 定平卓也, 西村慎
吾, 和田耕一郎, 小林泰之, 渡辺豊彦, 竹内英実, 田邊克幸, 那須保友. 腎移植患者
のタクロリムス血中濃度にボノプラザンが与える薬物相互作用の検討.  第57回日
本移植学会; 2021年9月18日; 東京. 

25. 関戸崇了, 荒木元朗, 吉永香澄, 丸山雄樹, 定平卓也, 西村慎吾, 和田耕一郎, 渡部
昌実, 渡辺豊彦, 田邊克幸, 竹内英実, 和田淳, 柳井広之, 那須保友. 腎移植後の尿
細胞診で6ヶ月以上持続するDecoy細胞陽性所見はBKウイルス腎症の発症予測に有
効である.  第57回日本移植学会; 2021年9月20日; 東京. 

26. 伊藤慶彦, 稲垣兼一, 佐々木恵里佳, 藤澤諭, 西山悠紀, 寺坂友博, 森本栄作, 原孝
行, 越智可奈子, 三好智子, 和田淳. 副腎皮質癌が疑われたテストステロン産生副
腎腺腫の1例.  第88回岡山内分泌同好会; 2021年9月22日; 岡山・Web開催. 

27.     山口哲志, 片山晶博, 樋口千草, 中司敦子, 江口潤, 和田淳. 肥満・２型糖尿病にお
けるmir221/222の機能解析. 第36回日本糖尿病合併症学会; 2021年10月8日;大津. 

28.     張冬暁, 山口哲志, 樋口千草, 中司敦子, 江口潤,和田淳. Upregulation of Mir342 in 
diet-induced obesity mouse and the hypothalamic control. 第36回日本糖尿病合併
症学会; 2021年10月8日;大津. 

29. 中土井崇人, 木野村賢, 杉山斉, 原口総一郎, 松山誠, 和田淳. IV型コラーゲンα5鎖
染色でボウマン嚢のモザイクパターンを呈した男性Alport症候群の一例.  第51回
日本腎臓学会西部学術大会; 2021年10月15日; 福井・Web開催. 

30. 黒岡直子, 江口潤, 村上和敏, 亀井信二, 菊辻徹, 佐々木佐紀子, 関明穂, 和田淳. 2
型糖尿病患者における血中GPIHBP1濃度の臨床的意義.  日本糖尿病学会中国四国
地方会第59回総会; 2021年10月22日; 岡山. 

31. 黒岡直子, 江口潤, 村上和敏, 亀井信二, 菊辻徹, 佐々木佐紀子, 関明穂, 和田淳. 2
型糖尿病患者における血中GPIHBP1濃度の臨床的意義.  第53回日本動脈硬化学会
総会・学術集会; 2021年10月24日; 京都・Web開催. 

32. 宮崎貴裕, 寺坂友博, 藤澤諭, 伊藤慶彦, 森本栄作, 原孝行, Lawson MA, 稲垣兼一, 
和田淳. ゴナドトロープLβT2細胞におけるGnRH刺激ZFP36発現のPKC-MAPK-ERK



パスウェイの関与とゴナドトロピン発現調節機構について.  第47回日本神経内分
泌学会学術集会 2021年10月31日; 奈良・Web開催. 

33. 藤澤諭, 小松原基志, 山内尚子, 岩田菜穂子, 灘隆宏, 和田淳, 大塚文男. オレキシ
ンとBMP-4のマウスAtT20細胞におけるPOMC発現調節の検討.  第47回日本神経
内分泌学会学術集会 2021年10月31日; 奈良・Web開催. 

34. 道廣麻友, 藤澤諭, 佐々木恵里佳, 伊藤慶彦, 森本栄作, 寺坂友博, 原孝行, 稲垣兼
一, 和田淳. 後縦隔腫瘍として偶発的に発見されたパラガングリオーマの1例.  第
125回日本内科学会中国地方会; 2021年11月6日; Web開催. 

35. 森本栄作, 稲垣兼一, 佐々木恵里佳, 伊藤慶彦, 藤澤諭, 寺坂友博, 原孝行, 越智可
奈子, 三好智子, 仲野道代, 和田淳. 成人期に腰椎圧迫骨折から診断に至った骨形
成不全症の 1 例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大阪・Web
開催. 

36. 原孝行, 稲垣兼一, 佐々木恵里佳, 伊藤慶彦, 藤澤諭, 西山悠紀, 森本栄作, 寺坂友
博, 越智可奈子, 三好智子, 和田淳. Calcitonin 上昇を認めた PPGL 合併偽性副甲
状腺機能低下症の 1 例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大
阪・Web開催. 

37. 西山悠紀, 稲垣兼一, 伊藤慶彦, 藤澤諭, 佐々木恵里佳, 寺坂友博, 森本栄作, 原孝
行, 越智可奈子, 三好智子, 和田淳. アルコール過飲に伴う FGF-23 関連骨軟化症
の 1 例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大阪・Web開催. 

38. 寺坂友博, 稲垣兼一, 伊藤慶彦, 西山悠紀, 佐々木恵里佳, 藤澤諭, 森本栄作, 原孝
行, 越智可奈子, 三好智子, 和田淳. 切除困難な腫瘍性骨軟化症にブロスマブを使
用した 1 例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大阪・Web開催. 

39. 藤澤諭, 稲垣兼一, 当真貴志雄, 寺坂友博, 佐々木恵里佳, 伊藤慶彦, 森本栄作, 原
孝行, 越智可奈子, 三好智子, 和田淳. Klinefelter 症候群と多発性対称性脂肪腫症
を合併した 1 例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大阪・Web
開催. 

40. 伊藤慶彦, 稲垣兼一, 藤澤諭, 佐々木恵里佳, 西山悠紀, 森本栄作, 寺坂友博, 原孝
行, 越智可奈子, 和田淳. グルカゴンが低血糖の誘因と考えられたインスリノーマ
の 1 例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大阪・Web開催. 

41. 小松原基志, 稲垣兼一, 松本和幸, 加藤博也, 生口俊浩, 藤澤諭, 西山悠紀, 寺坂友
博, 森本栄作, 原孝行, 越智可奈子, 和田淳. EUSガイド下エタノール焼灼術で寛解
したインスリノーマの１例.  第31回臨床内分泌代謝Update; 2021年11月26日; 大
阪・Web開催. 

42. 渡邉真由, 牧尉太, 衛藤英里子, 江口潤, 増山寿, 和田淳. 耐糖能異常妊婦における
妊娠後期・分娩直後・産後２ヶ月でのインスリン分泌能の変化.  第37回日本糖尿
病・妊娠学会年次学術集会; 2021年11月28日; 大阪・Web開催. 



43. 志田原健太, 宮脇義亜, 高杉幸司, 原田遼三, 山本渉, 縄稚翔一, 浅野洋介, 片山祐, 
大橋敬司, 勝山恵理, 勝山隆行, 楢﨑真理子, 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳. 関節リ
ウマチ患者の骨粗鬆症治療薬ロモソズマブ使用と1年後の腰椎・大腿骨頸部骨密度
との関連：過去起点コホート研究.  第32回日本リウマチ学会中国・四国支部学術
集会; 2021年12月10-11日; 愛媛. 

44. 縄稚翔一, 宮脇義亜, 志田原健太, 中土井崇人, 浅野洋介, 片山祐, 大橋敬司, 勝山
隆行, 楢﨑真理子, 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳. 左胃動脈を出血源とし腹腔内出
血により死亡した顕微鏡的多発血管炎の1例.  第32回日本リウマチ学会中国・四
国支部学術集会; 2021年12月10-11日; 愛媛. 

45. 片山祐, 勝山隆行, 志田原健太, 中土井崇人, 縄稚翔一, 浅野洋介, 大橋敬司, 宮脇
義亜, 勝山恵理, 楢﨑真理子, 松本佳則, 佐田憲映, 和田淳. IgG4関連疾患の再燃に
対し、ベリムマブで良好な治療経過を得た1例.  第32回日本リウマチ学会中国・
四国支部学術集会; 2021年12月10-11日; 愛媛. 

46.   大西康博, 三瀬広記, 内田治仁, 杉山斉, 中司敦子, 和田淳. レクチンアレイによる
IgA 腎症診断を目的としたバイオマーカーの開発. Japan Kidney Council 2021; 2021
年 12月 18-19日; Web 開催. 
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1. 内山奈津実, 木野村賢, 高橋謙作, 谷村智史, 森岡朋代, 加納弓月, 川北智英子, 田

邊克幸, 内田治仁, 杉山斉, 難波清人, 和田淳. 両側乳頭浮腫を伴う肥厚性硬膜炎
を発症した維持血液透析患者の一例.  第29回中国腎不全研究会学術集会; 2021年3
月7日; 広島・Web開催. 

2. 大武春香, 勝山隆行, 志田原健太, 縄稚翔一, 浅野洋介, 片山祐, 林啓悟, 大橋敬司, 
宮脇義亜, 松本佳則, 楢﨑真理子, 佐田憲映, 大塚文男, 和田淳. 胸膜炎を合併した
シェーグレン症候群の一例.  第65回日本リウマチ学会; 2021年4月; Web開催. 

3. アサモアアビ, 勝山隆行, 志田原健太, 縄稚翔一, 浅野洋介, 片山祐, 林啓悟, 大橋
敬司, 宮脇義亜, 松本佳則, 楢﨑真理子, 佐田憲映, 和田淳. 二度の急性心筋梗塞を
発症した血管ベーチェットの一例.  第65回日本リウマチ学会; 2021年4月; Web開
催. 
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